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「真澄」は、菅江真澄資料センターの活動を紹介する広報紙です。

発　行　日
編集・発行

◎令和７年（2025）3月19日
◎秋田県立博物館菅江真澄資料センター
〒010‒0124 秋田市金足鳰崎字後山52
℡.018‒873‒4121（代）

編集後記（表紙写真の解説を兼ねて）
　令和６年10月20日、大館市立栗盛記念図書館にて「真澄に学ぶ出張教室」を行いました。
当センターでは例年「真澄に学ぶ教室・講読会」、「同・講演会」を行っておりますが、会
場はいつも博物館でした。「真澄の話を聞きたいけれど、秋田市まで行くのは遠い」という
声なき声を受け、博物館以外での教室の開催を計画。真澄自筆資料「菅江真澄著作」を所蔵
する大館市立栗盛記念図書館さんに、会場提供などでご協力いただきました。当センターの
元職員である松山修氏を講師に迎え、はじめに角崎が「菅江真澄入門」と題した講座を、続
いて松山氏が真澄が大館周辺を記録した日記《にえのしがらみ》についての講座を、それぞ
れ行いました。参加者は50名を越え、じっくり真澄の話を聞いていただくことができました。
次年度以降も継続できればと思います。 （角崎）
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真澄に学ぶ出張教室の様子　大館市立栗盛記念図書館にて（2024.10.20）
【左】松山氏による講座の様子【右】角崎の講座の様子



　

各
地
を
巡
っ
た
真
澄
は
「
鹿
角
郡
」（
現
在

の
鹿
角
市
・
小
坂
町
）も
訪
れ
て
い
ま
す
。
真

澄
が
訪
れ
た
当
時
、
鹿
角
郡
は
秋
田
藩
領
で
は

な
く
盛
岡
藩
領
で
し
た
。
真
澄
は
計
三
回
鹿
角

郡
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
時
の
様
子
を
、
そ
れ

ぞ
れ
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の
日
記
《
け
ふ

の
せ
ば
の
の
》、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
の

日
記
断
片
《
錦
木
》
と
日
記
《
十と

わ
だ
の
う
み

曲
湖
》、
文

政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
日
記
断
片
《
上か

み

津つ

野の

の
花
》（
雑
纂
《
筆
の
し
が
ら
み
》
に
収
載
）

等
に
記
録
し
て
い
ま
す
。
展
示
で
は
、
そ
れ
ら

の
記
録
か
ら
い
く
つ
か
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

紹
介
し
ま
し
た
。
本
展
が
江
戸
時
代
の
「
鹿
角

郡
」
に
つ
い
て
知
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
れ

ば
幸
い
で
す
。

◆
真
澄
が
記
録
し
た
鹿
角
紫
根
染

　
古
く
か
ら
鹿
角
の
地
で
は
、
ム
ラ
サ
キ
と
ア

カ
ネ
と
い
う
植
物
の
根
を
使
っ
て
染
め
る
草
木

染
め
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
紫し

根こ
ん

染
、
茜
染
の

名
で
技
法
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
江
戸
時
代
に

は
、
盛
岡
藩
の
庇ひ

護ご

の
も
と
、
す
で
に
産
業
と

し
て
発
展
し
、
鹿
角
郡
の
特
産
と
し
て
全
国
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
真
澄
も
鹿
角
郡
を

旅
す
る
中
で
、
二
つ
の
染
物
に
つ
い
て
関
連
す

る
内
容
を
記
録
し
て
い
る
が
、
特
に
紫
根
染
の

記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。

【
花
輪（
鹿
角
市
花
輪
）の
里
に
出
た
。
こ
の
あ

た
り
の
業
と
し
て
、
紫
を
染
め
る
営
み
が
あ
る
。

こ
れ
を
染
め
る
の
に
必
ず
「
に
し
こ
ほ
り
（
ニ

シ
ゴ
リ
／
サ
ワ
フ
タ
ギ
）
」
と
い
う
木
の
灰
を

い
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
世
に
聞
こ
え
た
「
か

づ
の
む
ら
さ
き
」
で
あ
る
】

�
《
け
ふ
の
せ
ば
の
の
》
よ
り

【
毛
馬
内（
鹿
角
市
十
和
田
毛
馬
内
）や
花
輪
の

特
産
と
し
て
、
茜
、
紫
の
根
染
め
の
、
色
深
く

染
め
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
】

《
錦
木
》
よ
り

【
箒ほ

う
き

畑ば
た（
鹿
角
市
十
和
田
大
湯
）に
着
く
。
こ
の

村
は
ア
オ
ダ
モ
の
木
の
灰
を
染
物
屋
に
売
り
、

サ
ワ
フ
タ
ギ
の
灰
を
紫
屋
に
売
る
と
い
う
】

《
十
曲
湖
》
よ
り

【
福
士
川（
鹿
角
市
花
輪
）が
あ
る
。
山
の
麓
の

幸
稲
荷
の
お
宮
の
あ
た
り
を
流
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
宮
の
御
手
洗
川
で
あ
ろ
う
。
こ
の
川
水
を

横
丁
、
横
町
、
袋
町
な
ど
へ
も
引
く
。
こ
の
里

の
紫
の
根
染
め
や
茜
の
根
染
め
の
色
が
特
に
良

い
の
は
、
こ
の
川
水
に
染
め
な
す
か
ら
だ
と
い

う
】�

《
上
津
野
の
花
》
よ
り

【
毛
馬
内
の
特
産
に
茜
根
染
、
紫
根
染
が
あ
っ

て
、
そ
れ
を
生
業
に
し
て
い
る
者
ら
が
い
る
。

常
に
紫
を
搗
く
た
め
の
臼
が
あ
っ
て
、
そ
の
名

を
む
ら
さ
き
臼
と
い
う
】�

《
百
臼
之
図
異
文
一
》
よ
り

◆
十
和
田
湖
と
周
辺
の
滝

　
文
化
四
年
八
月
、
秋
。
真
澄
は
同
行
の
人
々

と
と
も
に
十
和
田
湖
（
小
坂
町
）
を
目
指
し
て

歩
み
を
進
め
る
。
山
中
を
か
き
分
け
て
進
む
真

澄
の
眼
前
に
、
い
よ
い
よ
待
望
の
光
景
が
広

が
っ
た
。

【
徳
兵
衛
平
を
過
ぎ
て
、
木
々
が
生
い
茂
っ
た

と
こ
ろ
を
か
き
分
け
て
進
み
、
級
の
木
（
マ
ダ

ノ
キ
）
長
峰
に
至
れ
ば
、
十
和
田
の
湖
が
た
い

へ
ん
良
く
見
え
た
。
湖
の
水
面
に
は
、
大
鞍
島

（
御
倉
半
島
・
青
森
県
）
が
あ
り
、
形
は
し
づ

く
ら
に
似
て
、
た
い
そ
う
大
き
く
、
ク
ジ
ラ
が

潮
を
噴
き
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
連
な
っ
て
茜
が
岬
が
あ
る
。
赤
土
の

「
赤
い
」
と
い
う
こ
と
ば
を
忌
む
決
ま
り
か
ら

「
ま
は
に
」
と
い
う
。
大
鞍
島
の
前
に
あ
る
の

は
中
嶋
（
中
山
半
島
・
青
森
県
）
で
あ
る
。
鎧

島
と
恵
比
寿
大
黒
島
、
二
つ
の
島
が
鴛お

し

鴦ど
り

が
浮

か
ぶ
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。
す
べ
て
島
々
に
は

五
葉
の
松
や
、
モ
ミ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
桜
な

ど
が
生
え
て
い
る
。
す
で
に
梢
は
紅
葉
し
始
め

て
い
て
、
そ
の
美
し
さ
は
言
葉
に
で
き
な
い
ほ

ど
で
あ
る
。

　

奥
の
海
（
東
湖
・
青
森
県
）、
中
の
海
（
中

湖
・
青
森
県
）、
鹿
角
海
（
西
湖
・
小
坂
町
）

と
い
っ
て
、
同
じ
湖
の
う
ち
で
は
あ
る
が
、
地

形
の
入
り
曲
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
隔
て
ら
れ

て
、
そ
の
よ
う
に
三
つ
の
名
を
も
つ
。
今
い
る

場
所
を
鹿
角
海
と
い
っ
て
、
本
物
の
海
を
見
て

い
る
の
と
同
様
、
海
原
が
広
が
る
】�

《
十
曲
湖
》
よ
り

む
ら
さ
き
臼
を
搗
く
様
子

《
百
臼
之
図
異
文
一
》
大
館
市
立
栗
盛
記
念
図
書
館
蔵

紫
根
染
小
桝
絞
布
地

栗
山
文
一
郎
作
・
館
蔵

次
頁
上
段
右
・
大
鞍
島
（
奥
）
と
中
嶋
（
手
前
）

次
頁
上
段
左
・
十
和
田
湖
に
浮
か
ぶ
小
島

《
十
曲
湖
》
館
蔵
写
本
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下
段
上
側
・「
七
滝
」
の
図
絵
と
実
際
の
滝

下
段
下
側
・「
銚
子
の
滝
」
の
図
絵
と
実
際
の
滝

《
十
曲
湖
》
館
蔵
写
本

「
七
滝
」・「
銚
子
の
滝
」
平
成
三
十
一
年
撮
影

実
際
の
十
和
田
湖
の
眺
め

平
成
三
十
一
年
撮
影

　
美
し
い
秋
の
十
和
田
湖
の
眺
め
を
堪
能
し
た

真
澄
は
、
周
辺
の
滝
も
目
に
し
て
い
る
。
十

和
田
湖
へ
向
か
う
途
中
で
は
「
七
滝
」（
小
坂

町
上
向
藤
原
）
を
、
ま
た
戻
っ
て
き
て
か
ら

は
「
銚
子
の
滝
」（
鹿
角
市
十
和
田
大
湯
）
を

見
に
行
き
、
図
絵
に
描
い
て
い
る
。
余
談
で

あ
る
が
、
真
澄
は
滝
マ
ニ
ア
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
滝
を
好
み
、
旅
の
道
中
、
機
会
が
あ
れ

ば
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
滝
を
訪
れ
て
い

る
。
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真
澄
は
晩
年
、
秋
田
藩
六
郡
の
地
誌
編
纂
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
地
誌
編
纂
は
藩
命
を

帯
び
た
も
の
で
、
真
澄
に
と
っ
て
も
一
大
事
業

で
し
た
。
本
展
で
取
り
上
げ
た
地
誌
《
月
の
出

羽
路
仙
北
郡
》
は
、
現
在
の
大
仙
市
・
美
郷
町

の
ほ
ぼ
全
域
と
、
仙
北
市
、
横
手
市
の
一
部
の

地
域
に
つ
い
て
、
真
澄
が
文
政
九
年
か
ら
十
二

年
（
一
八
二
六
～
一
八
二
九
）
に
か
け
て
巡
村

調
査
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

本
展
で
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
、
か
つ
て
十
三

あ
っ
た
旧
市
町
村
ご
と
に
内
容
を
整
理
し
、
第

一
期
（
令
和
六
年
七
月
二
十
七
日
～
九
月
二
十

三
日
）、
第
二
期
（
令
和
六
年
十
一
月
三
十
日

～
令
和
七
年
一
月
二
十
六
日
）
の
二
回
に
分
け

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
一
期
で
は
旧
西
仙
北
町
・
旧
協
和
町
・
旧

南
外
村
・
旧
仙
北
町
・
旧
神
岡
町
・
旧
大
曲

市
・
旧
太
田
町
の
七
つ
の
旧
市
町
村
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　

第
二
期
で
は
旧
横
手
市
・
旧
仙
南
村
・
旧
六

郷
町
・
旧
千
畑
町
・
旧
中
仙
町
・
旧
角
館
町
の

六
つ
の
旧
市
町
村
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

第
一
期
　

◎
旧
西
仙
北
町

「
村
を
守
る
人
形
神
」
・
第
三
巻
よ
り

　
県
内
で
は
カ
シ
マ
サ
マ
や
シ
ョ
ウ
キ
サ
マ
な

ど
と
呼
ば
れ
る
人
形
神
を
描
い
た
図
絵
。
半
道

寺
村
（
現
大
仙
市
土
川
半
道
寺
）
の
入
口
に
立

ち
、
村
に
病
気
や
悪
霊
が
入
る
の
を
防
ぐ
と
い

う
。
左
右
に
張
ら
れ
た
注
連
縄
か
ら
、
神
と
し

て
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
髪
の
毛
は

杉
の
葉
で
作
り
、
目
鼻
を
板
に
描
き
、
胸
に
は

午
頭
天
王
と
書
い
た
板
を
付
け
た
。
春
と
秋
の

二
回
作
ら
れ
た
と
す
る
。

◎
旧
協
和
町

「
唐
松
神
社
」
・
第
一
巻
よ
り

　
唐
松
神
社
（
現
大
仙
市
協
和
境
）
と
参
道
の

杉
並
木
を
描
く
。
図
絵
上
部
に
見
え
る
往
来
が

〔
乙
〕
羽
州
街
道
。
街
道
に
面
し
て
朱
塗
り
の

鳥
居
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
神
殿
ま
で
は
杉
並
木

が
続
く
。
杉
並
木
は
現
在
、
巨
樹
八
十
本
が
約

百
六
十
メ
ー
ト
ル
に
亘
っ
て
並
び
、
県
指
定
天

然
記
念
物
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
か
ら
す

で
に
抜
き
ん
出
た
大
き
さ
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
図
絵
下
部
、
石
段
を
下
り
た
先
に
〔
甲
〕

御
神
殿
や
〔
丙
〕
神
楽
殿
が
あ
る
。

「
玉た

ま
の

明み
ょ
う

神じ
ん

社し
ゃ

と
ご
神
体
」
・
第
一
巻
よ
り

　
現
大
仙
市
協
和
荒
川
面
日
周
辺
、
荒
川
鉱
山

の
ほ
ど
近
く
に
、
か
つ
て
玉
明
神
社
が
あ
っ
た
。

真
澄
は
玉
明
神
社
の
ご
神
体
を
図
絵
に
描
い
た
。

一
番
大
き
な
水
晶
の
集
合
体
が
〔
甲
〕
ご
神
体

で
あ
る
。
ま
た
図
絵
手
前
、
紅
白
の
玉
の
よ
う

な
形
を
し
た
二
つ
が
〔
丙
〕「
日
照
玉
」
で
あ

る
。
中
に
は
水
晶
が
詰
め
ら
れ
、「
日
乞
」
に

使
う
と
い
う
。
そ
し
て
小
さ
な
水
晶
の
塊
二

つ
が
「
雨
乞
」
に
用
い
た
と
さ
れ
る
、〔
乙
〕

「
雨
零
玉
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
荒
川
鉱
山
産

の
水
晶
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

《
仙
北
郡
三
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
三
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
一
巻
》
館
蔵
写
本

「
水
晶
実
物
（
荒
川
鉱
山
産
）」
個
人
蔵
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《
仙
北
郡
九
巻
》
館
蔵
写
本

◎
旧
南
外
村

「
岩
倉
温
泉
」
・
第
四
巻
よ
り

　
岩
倉
温
泉
（
現
大
仙
市
南
外
）
の
様
子
を
描

い
た
図
絵
。
湯
屋
は
中
央
の
板
葺
き
屋
根
の
建

物
で
、
湯
桁
が
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
十
人

ぐ
ら
い
が
お
湯
に
浸
か
っ
て
い
る
。「
こ
の
温

泉
は
傷
を
癒
や
し
、
眼
の
病
気
や
皮
膚
病
の
疥か

い

癬せ
ん

に
効
能
が
あ
る
」
と
、
真
澄
は
図
絵
説
明
文

中
に
書
い
て
い
る
。
図
絵
右
に
〔
甲
〕
薬
師
如

来
を
祀
る
神
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
を
温
泉
の

守
り
神
と
す
る
の
は
、
薬
師
如
来
が
医
療
を
司

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

◎
旧
仙
北
町

「
菅
笠
に
残
る
爪
痕
」
・
第
二
十
巻
よ
り

　
板
見
内
（
現
大
仙
市
板
見
内
）
に
住
む
万

太
が
、
仲
間
二
人
と
山
菜
採
り
に
出
か
け
た
。

「
も
う
帰
ろ
う
」
と
い
う
声
が
し
た
の
で
、
万

太
が
菅
笠
を
被
る
と
、
い
き
な
り
摘
ま
み
上
げ

ら
れ
、
気
が
付
く
と
真
昼
岳
（
美
郷
町
）
の
頂

上
近
く
に
い
た
。
菅
笠
に
は
四
つ
の
爪
痕
が

残
っ
て
い
た
。
山
人
か
天
狗
の
仕
業
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
と
語
ら
れ
て
い
る
。
真
澄
は
化
け

物
の
爪
痕
を
寸
法
ま
で
測
っ
て
図
絵
に
描
い
て

い
る
。

◎
旧
神
岡
町

「
大
綱
引
き
」
・
第
五
巻
よ
り

　
小
正
月
、
神
宮
寺
（
現
大
仙
市
神
宮
寺
）
で

は
大
綱
引
き
を
行
っ
た
。
図
絵
を
見
る
と
、
大

綱
に
た
く
さ
ん
の
小
綱
を
付
け
、
互
い
に
力
を

込
め
て
引
き
合
っ
て
い
る
。
勝
負
を
見
極
め
る

人
物
が
綱
の
真
ん
中
に
立
ち
、
そ
の
後
ろ
の
人

物
は
御
幣
の
付
い
た
竿
を
立
て
て
い
る
。
勝
ち

負
け
で
豊
作
か
ど
う
か
が
決
ま
る
と
真
澄
は
記

す
が
、
地
誌
中
に
引
用
さ
れ
る
『
六
郡
祭
事

記
』
に
は
、
勝
ち
負
け
で
米
価
の
高
低
が
決
ま

る
と
あ
る
。
本
図
絵
を
描
い
た
の
は
真
澄
で
は

な
く
、
当
地
の
画
家
・
富
樫
恒
秀
で
あ
る
。

◎
旧
大
曲
市

「
大
曲
の
花
火
」
・
第
九
巻
よ
り

　
七
月
六
日
の
夜
、
大
勢
の
人
々
が
橋
の
上
に

集
ま
り
、
川
面
は
提
灯
の
灯
り
で
色
付
い
て
い

る
。
七
夕
行
事
の
一
つ
、
眠
り
流
し
の
様
子
で

あ
る
。
橋
の
真
ん
中
、
空
中
に
薄
赤
く
噴
水
の

よ
う
に
見
え
る
の
は
、
大
曲
の
花
火
の
原
型
と

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
な
ど
に
記
載

が
な
い
た
め
、
場
所
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、

丸
子
橋
（
現
大
仙
市
大
曲
）
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
本
図
絵
を
描
い
た
の
は
真
澄
で
は
な
く
、

他
筆
で
あ
ろ
う
。

《
仙
北
郡
四
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
二
十
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
五
巻
》
館
蔵
写
本

5



◎
旧
太
田
町

「
オ
シ
ラ
サ
マ
」
・
第
二
十
一
巻
よ
り

　
中
里
村
（
現
大
仙
市
太
田
町
中
里
）
の
斎
藤

久
兵
衛
家
が
白
神
社
に
祀
っ
て
い
た
オ
シ
ラ
カ

ミ
（
オ
シ
ラ
サ
マ
）
を
真
澄
は
図
絵
に
描
く
。

人
・
鶏
・
馬
の
頭
な
ど
を
雌
雄
二
体
彫
り
込
む
。

地
誌
本
文
に
「
絹
と
綿
で
包
み
秘
め
隠
す
」
と

あ
る
の
で
、
真
澄
が
実
際
に
見
た
の
は
頭
を
包

ん
だ
「
包
頭
型
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
オ
シ
ラ
サ
マ
が
も
と
は
養
蚕
の
神
で
あ
る
こ

と
や
、
そ
の
作
り
方
、
祀
り
方
な
ど
に
つ
い
て

も
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
。

第
二
期
　

◎
旧
横
手
市

「
金
沢
八
幡
神
社
」
・
第
十
七
巻
よ
り

　
後
三
年
合
戦
で
清
原
家
衡
と
叔
父
・
武
衡
の

本
拠
地
と
な
っ
た
の
が
「
金
沢
柵
」
で
あ
り
、

後
の
時
代
に
は
「
金
沢
城
」
が
築
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。
真
澄
が
訪
れ
た
当
時
に
は
、
金
沢
城

の
二
の
丸
跡
に
金
沢
八
幡
神
社
（
現
金
沢
八
幡

宮
・
横
手
市
金
沢
）
が
鎮
座
し
て
い
た
。
元
々

は
後
三
年
合
戦
後
に
源
義
家
の
命
で
、
鎮
護
国

家
の
た
め
、
源
氏
の
氏
神
で
あ
り
武
家
の
守
り

神
で
も
あ
る
八
幡
神
を
勧
請
し
た
も
の
と
さ
れ

る
。
真
澄
は
山
上
に
あ
る
境
内
の
様
子
を
図
絵

に
描
い
て
い
る
。

「
王
の
鼻
の
面お

も
て

」
・
第
十
九
巻
よ
り

　
金
沢
八
幡
神
社
の
社
家
・
三
浦
家
の
宝
物
で

あ
っ
た
「
王
の
鼻
の
面
」
を
描
く
。
面
の
縦
横

の
長
さ
の
ほ
か
、
鼻
の
長
さ
、
眼
の
大
き
さ
に

至
る
ま
で
細
か
く
記
録
し
て
い
る
。
真
澄
が
素

◎
旧
六
郷
町

「
吉
書
天
筆
和
合
楽
の
幡
」
・
第
十
六
巻
よ
り

【
正
月
十
二
、
十
三
日
に
な
る
と
男
の
童
た
ち

が
、
継
ぎ
足
し
た
色
紙
に
「
吉
書
天
筆
和
合

楽
」
と
書
き
、
そ
れ
を
高
竿
に
付
け
て
雪
の
上

材
に
つ
い
て
「
杉
に
見
え
る
」
と
あ
い
ま
い
な

書
き
方
を
し
た
の
は
、
表
面
に
丹
が
塗
ら
れ
、

金
色
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
王
の
鼻
」
に
つ
い
て
真
澄
は
【
伊
勢
神

宮
に
祀
ら
れ
る
「
興
玉
神
」
つ
ま
り
「
猿
田
彦

神
」
の
こ
と
で
あ
る
】
と
、
書
物
を
引
用
し
て

説
明
し
て
い
る
。
円
仁
作
と
い
う
。

◎
旧
仙
南
村

「【
永
治
】
二
年
の
板
碑
」
・
第
十
四
巻
よ
り

　
図
絵
右
側
に
描
か
れ
て
い
る
板
碑
が
建
っ
て

い
た
の
は
、
現
美
郷
町
天
神
堂
周
辺
。
板
碑
は

現
存
し
て
い
る
が
、
近
く
の
菅
原
神
社
境
内
に

遷
さ
れ
て
い
る
。

　
真
澄
は
紀
年
銘
を
【
永
治
】
と
し
た
が
、
実

際
は
永
治
二
年
（
一
一
四
二
）
で
は
な
く
、
板

碑
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
南
北
朝
期
【
永
徳
】

二
年
（
一
三
八
二
、
北
朝
年
号
）
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
板
碑
上
部
に
刻
ま
れ
た
種
字
は
、
阿

弥
陀
如
来
な
ど
を
示
す
「
キ
リ
―
ク
」
で
あ
る
。

《
仙
北
郡
二
十
一
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
二
十
一
巻
》
館
蔵
写
本

板
碑
拓
本(

天
神
堂
の
永
徳
二
年
碑)

藤
田
守
『
古
碑
景
十
二
』
よ
り

《
仙
北
郡
十
四
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
十
七
巻
》
館
蔵
写
本
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辺
に
広
が
る
野
を
総
じ
て
【
若
林
野
】
と
呼
び
、

図
絵
下
部
に
建
ち
並
ぶ
家
々
は
〔
庚
〕
本
堂
城

回
な
ど
の
集
落
で
あ
る
と
す
る
。

◎
旧
中
仙
町

「
水す

い

神
社
と
国
宝
の
鏡
」
・
第
二
十
二
巻
よ
り

　
水
神
社
（
現
大
仙
市
豊
川
）
を
描
い
た
図
絵
。

真
澄
が
訪
れ
た
当
時
は
鏡
社
と
呼
ば
れ
、
米
沢

新
田
村
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
。
ご
神
体
が
「
線

刻
千
手
観
音
等
鏡
像
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来

す
る
呼
び
名
で
あ
る
。「
線
刻
千
手
観
音
等
鏡

像
」
は
現
在
、
秋
田
県
唯
一
の
国
宝
で
あ
る
。

ま
た
鏡
社
の
ほ
か
に
堰せ

き

神
と
も
呼
ば
れ
た
の
は
、

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
四
月
十
三
日
、
新
田

に
立
て
る
。
ま
た
木
貝
を
吹
き
鳴
ら
す
】

　

真
澄
が
記
し
た
こ
の
内
容
は
、
現
美
郷
町
六

郷
で
行
わ
れ
て
い
る
「
六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
」
行

事
の
一
つ
、「
天
筆
」
の
こ
と
で
あ
る
。
図
絵

に
は
、「
吉
書
天
筆
和
合
楽
」
の
幡
が
寒
風
に

翻
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
元
々
は
、

ど
ん
と
焼
き
の
火
中
に
書
き
初
め
を
投
じ
て
、

筆
跡
上
達
を
願
っ
た
吉
書
揚
に
通
じ
る
行
事
で
、

実
際
の
「
六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
」
で
も
こ
の
幡
は

火
に
く
べ
ら
れ
る
。

「
竹
う
ち
行
事
の
原
形
」
・
第
十
六
巻
よ
り

【
正
月
十
五
日
に
な
る
と
、
村
人
が
門
松
や
注

連
縄
な
ど
の
正
月
飾
り
を
持
っ
て
諏
訪
神
社
近

く
の
広
場
に
集
ま
り
、
雪
上
に
て
そ
れ
ら
を
火

に
く
べ
る
。
そ
し
て
こ
の
火
を
高
竿
を
持
っ
て

打
ち
合
う
】

　

真
澄
は
「
六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
」
行
事
の
一
つ
、

「
竹
う
ち
」
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
い
る
。
し

か
し
真
澄
の
記
録
か
ら
は
、
現
在
の
よ
う
に
北

軍
、
南
軍
に
分
か
れ
て
激
し
く
竹
を
打
ち
合
う

と
い
っ
た
荒
々
し
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ

は
地
誌
中
に
描
か
れ
た
図
絵
を
見
て
も
同
様
で
、

元
々
は
「
吉
書
天
筆
和
合
楽
」
の
幡
が
付
け
ら

れ
た
高
竿
を
、
あ
く
ま
で
「
ご
神
火
」
に
く
べ

る
過
程
で
、「
軽
く
打
ち
合
う
」
程
度
の
も
の

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
た
だ
し
こ
の
図
絵
を
描
い
た
の
は
真
澄
で
は

な
い
。
筆
遣
い
か
ら
画
人
・
西
宮
四
壁
と
考
え

ら
れ
る
。

「
宝
門
清
水
と
照
楽
寺
跡
」
・
第
十
一
巻
よ
り

　
図
絵
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
水
を
湛
え
た
場

所
が
〔
甲
〕
宝
門
清
水
（
現
美
郷
町
六
郷
）
で
、

そ
の
傍
ら
が
〔
乙
〕
照
楽
寺
跡
だ
と
い
う
（
現

在
は
別
の
場
所
へ
遷
る
）。
元
は
兵
火
に
よ
る

焼
失
に
備
え
、
照
楽
寺
の
門
前
の
土
地
を
掘
り
、

水
を
入
れ
、
泉
と
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ

る
。「
門
の
傍
ら
に
宝
を
得
る
」
の
意
を
も
っ

て
「
宝
門
清
水
」
と
称
し
た
の
が
そ
の
ま
ま
山

号
と
な
り
、
後
に
「
法
門
清
水
山
」、
さ
ら
に

「
法
望
清
水
山
」
に
転
じ
た
と
い
う
。

◎
旧
千
畑
町

「
真
昼
岳
遠
望
」
・
第
二
十
巻
よ
り

　
現
美
郷
町
本
堂
城
回
周
辺
か
ら
〔
己
〕
真
昼

岳
（
美
郷
町
浪
花
）
が
聳そ

び

え
る
東
の
方
向
を
眺

め
た
図
絵
。
図
絵
中
央
、
南
北
に
続
く
道
は
、

説
明
文
中
に
【
六
郷
よ
り
角
館
へ
の
往
復
の
街

路
也
】
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
県
道
十
一

号
、
通
称
「
角
六
線
」
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
人

馬
が
行
き
交
う
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
周

《
仙
北
郡
十
六
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
十
六
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
十
一
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
二
十
巻
》
館
蔵
写
本
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を
開
発
し
て
い
る
と
き
に
五
尺
あ
ま
り
の
深
さ

の
堰
の
底
か
ら
、
こ
の
鏡
が
出
て
き
た
た
め
で

あ
ろ
う
。

　
ま
た
真
澄
は
「
線
刻
千
手
観
音
等
鏡
像
」
の

乾
拓
も
採
っ
て
い
る
。
た
だ
細
い
線
（
毛
彫
）

で
彫
ら
れ
て
い
た
た
め
、
う
ま
く
写
し
取
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
鏡
の
裏
面
も
同

様
に
う
ま
く
写
し
取
れ
ず
、【
虫
眼
鏡
な
ど
を

使
わ
な
け
れ
ば
文
字
も
読
め
な
い
】
と
す
る
。

◎
旧
角
館
町

◆
《
仙
北
郡
二
十
五
巻
》
に
つ
い
て

《
月
の
出
羽
路
仙
北
郡
》
は
、
藩
に
献
納
さ
れ

た
真
澄
自
筆
の
清
書
本
二
十
四
巻
ま
で
が
現
存

し
て
い
る
。
第
二
十
五
巻
に
つ
い
て
は
、
真
澄

自
筆
の
草
稿
本
が
、
か
つ
て
は
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
所
在
不
明

で
あ
る
。

　
た
だ
そ
の
草
稿
本
の
「
写
し
」
が
い
く
つ
か

現
存
し
て
い
る
。
例
え
ば
明
治
四
十
一
年
に
青

柳
理
四
郎
に
よ
っ
て
本
文
の
み
が
写
さ
れ
た
資

料
（
青
柳
写
本
）
や
、
昭
和
八
年
発
行
『
秋
田

叢
書
第
十
巻
』
の
編
集
の
た
め
に
、
編
集
者
の

一
人
で
あ
っ
た
大
山
順
造
が
、
真
澄
自
筆
草
稿

本
か
ら
図
絵
を
模
写
し
た
資
料
な
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
「
写
し
」
に
よ
っ
て
、
第
二
十
五
巻

に
記
さ
れ
た
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
月
見
堂
村
の
様
子
」
・
第
二
十
五
巻
よ
り

　
現
仙
北
市
角
館
町
西
長
野
月
見
堂
周
辺
を
描

い
た
図
絵
。
図
絵
右
下
の
集
落
が
〔
辛
〕
月
見

堂
村
。
集
落
の
中
に
〔
庚
〕
常
福
寺
が
あ
り
、

ほ
ど
近
く
の
鳥
居
の
奥
に
は
〔
甲
〕
不
動
明
王

を
祀
る
お
堂
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
集
落
を
見

下
ろ
す
山
上
に
は
〔
丁
〕
蔵
王
権
現
や
〔
己
〕

薬
師
如
来
を
祀
っ
て
い
た
。
現
在
、
当
地
に
は

瀧
脇
神
社
が
建
っ
て
い
る
が
、
村
名
を
冠
し
た

「
月
見
堂
神
社
」
の
別
称
で
呼
ば
れ
る
。

《
仙
北
郡
二
十
二
巻
》
館
蔵
写
本

《
仙
北
郡
二
十
二
巻
》
館
蔵
写
本

右
・
鏡
の
表
面

左
・
鏡
の
裏
面

《
仙
北
郡
二
十
五
巻
》
大
山
順
造
模
写

館
蔵

42
　令和６年10月20日、大館市立栗盛記念図書館にて「真澄に学ぶ出張教室」を行いま
した。当センターでは例年「真澄に学ぶ教室・講読会」、「同・講演会」を開催してい
ますが、センター開設初年度の平成８年（1996）を除き、会場はいつも博物館でし
た。「真澄の話を聞きたいけれど、秋田市まで行くのは遠い」という声を受け、博物館
以外での教室開催を計画。真澄自筆資料「菅江真澄著作」を所蔵する大館市立栗盛記
念図書館に、会場提供などでご協力いただきました。当館の元職員である松山修氏を
講師に迎え、はじめに当館学芸主事の角崎が「菅江真澄入門」と題した講座を、続い
て松山氏が真澄が大館周辺を記録した日記《にえのしがらみ》についての講座を、そ
れぞれ行いました。参加者は50名を超え、じっくり真澄の話を聞いていただくことが
できました。次年度以降も継続できればと思います。（角崎）
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